
学会・研究会等の活動

●中国建築史研究会

田中淡教授(京大人文研)を中心とする中

国建築史研究会が２年振りに復活し、都

城建築復元に関する文献講読を行った。

５月26日、６月15日、７月22日は福田美穂

(京大大学院）が楊助勲「対含元殿遺赴及

原状的探討｣(｢文物」1998年４期）を、１０

月22日と２月23日は北田裕之(京大大学院）

が楊助勲｢唐長安城明徳門復元探討」（『文

物』1996年４期）を翻訳し、その訳稿を全

員で検討した。なお、含元殿論文の翻訳

は『仏教芸術ｊ246号に掲載された。この

ほか１月29日には､京大人文研に招恥され

ていた、国立シンガポール大学の王才強

副教授の特別講演会を開催した。王氏は

CGを駆使した唐宋時代都市蹴観の復元研

究により、ＵCバークレー校からph.Ｄを取

得し、その主要部分を出版したばかり。講

演の演題は｢唐長安城のCG復元研究」で、

日本の建築史研究者や考古学者と活発な

議論が交わされた。（浅川滋男）

◇漢長安城日中共同発掘調査講演会

８月７日、平城宮跡資料館誰堂において、

中国社会科学院考古研究所(考古研）と共

同で進めている漢長安城桂宮第２次発掘

調査の成果報告会を開催した。成果報告

の講演は、漢長安城考古隊長の李硫芳研

究員（考古研)が担当した。演題は「漢長

安城桂宮２号建築遺跡Ｂ区の発掘調査」

である。２号建築遺跡が全体として｢前朝

後寝｣式の配世をとり、未央宮淑房殿と類

似するが、両者の規模や構造に若干の差

異を認めうることなどが報告された。続

いて､段周考古学の専門家､鄭若葵副研究

員(考古研)が｢長江三峡ダム地区の考古

学的新発見」と題する講演を行い、未発表

出土遺物等に注目が集まった｡通訳はいず

れも浅川と朱岩石(考古研副研究員／国学

院大学留学中)が担当した。お盆前という

こともあり、聴衆は120名足らずで、前年

の180名を下まわった。（浅川滋男）

●藤原京研究会

大藤原京域確認のための調査研究の一環

として開催しており、今年で２向目であ
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る。第１回目は条坊道路の調査成果を中

心として行ったが、本年は2000年３月１８

日に、宅地遺構の調査成果の検討を主題

として行った。藤原京以降の都城の状況

を参考にすべく、山中章氏（三重大学）

の基調報告「平安京解体過程からみた古

代王権の宮都観一宅地利用にみる古代王

権の都市像一｣、武、和哉氏(奈良市教育

委貝会）による平城京における宅地遺柵

の成果報告が行われた。その後、竹、政

敬氏(柵原市教育委貝会)、長尾充氏（奈

文研）から藤原京の成果報告があった。

藤原京の宅地遺碓は、宅地割りが序々に

判明してきているが､建物配世の状況や、

宅地の大きさと京内での位侭・建物の規

模などが、どのような関係をもつのかな

どの検討には、まだ資料不足である。こ

れまで同様､条坊道路を中心とした地道

な調盃の獄み重ねが必要である。

（安田寵太郎）

今条里制・古代都市研究会

2000年３月４～５日に、第16回大会を開

催した。一日目は「遷都の諸問題」をテ

ーマとする研究報告で、文献史学サイド

からは、遷宮や遷都の背紫が取り上げら

れ、大極殿の成立と歴代遷都廃止との関

係が論じられた。また、後期難波宮につ

いて、雌波京の分析も踏まえてその特徴

が明らかにされ、長岡宮への移築の問題

が論じられ、恭仁宮についても発掘調張

成果が報告され、討議が交わされた。二

日目には各地の調査事例が報告された。

滋賀県宮町遺跡の調査では、出土木簡に

ついて、その年代や税物の運送に関する

分析結果が報告された。宮城県角田郡山

遺跡の調査では、伊具郡術正倉院の発掘

成果が紹介された。島根県古志本郷遺跡

の調査では、「出雲国風土記』にみえる

｢神門郡家｣に比定できる官術遺構が報告

された。また、中世における耕地開発の

事例として奈良県中付、遺跡の水田辿榊

が紹介され、耕地開発の過程についての

報告があった。（山中敏史）

●木簡学会

1999年12月４～５１．１の研究集会では、研

究報告として山口英男「帳簿と木簡｣、木

簡の出土事例報告として、吉川聡「１９９９

年全国出土の木簡｣、江浦洋｢難波宮跡北

西部出土の木簡｣、熱田貴保「出雲市・三

ｍ谷Ｉ遺跡川土の木簡｣、永松みゆき・

舘野和己「大分県国東町飯塚遺跡と111土

木簡」の報告があった。

山口報告は東大寺写経所の帳簿による事

務処理システムと比較しながら、記録木

簡を検討し、同じ機能を持つものが紙の

文書にも木簡にもあるなどの両者の共通

点と相違点とを指摘し、また各文番木簡

に名称を付けるべきとの提言を行った。

吉川報告は、全国81遺跡から出土した木

簡の概略を紹介した。江浦報告の扱う木

簡は｢戊申年(648)」を含む７世紀中葉の

もので、前期難波宮の評価に関わる重要

性を持つ。熱田氏は「八野郷」「高岸」な

ど出雲国神門郡に属する郷名を記す木簡

から、三ｍ谷Ｉ過跡が神門郡家に関連す

る遺跡であることを指摘した。永松・舘

野報告は、飯塚遺跡から出土した約50点

の木簡群が、９世紀頃の水田経営と木製

品・金属製品製造の複合的経営を物語る

ものであり、国埼津による交通とも関わ

る可能性を指摘した。

なお「飛鳥池遺跡の保存・活用について

の要望書」を総会で採択し、また「木簡

研究」２１号を刊行した（編集担当：舘野

和己)。（舘野和己）

●埋蔵文化財写真技術研究会

1999年７月２～３Ｈに第１１回総会および

研究会を行った。

７月２日：総会参加者148名（含委任

状）・講演参加者１０３名「私と文化財写

典」(佃幹雄氏；元奈文研）

７月３日：識演参加者115名「製版デー

タ利用についての現状と問題点」（木村恭

也氏；岡村印刷工業（株)）「デジタルデ

ータ利用の現状と問題点」（川瀬敏雄氏；

(株)堀内カラー）「公開データベースへ

の道」（森本晋氏；奈文研）「新製品モノ

クロフイルムの使用と展開」（井本昭氏；

近代カラー“写真天国”・杉本和樹氏；

西大寺フォト・中村一郎氏；奈文研）・

公開討論参加者122名「文化財写真のこ

れから」

２日Ｈの公開討論会は大変盛況で、参加

者がそれぞれ日頃から抱いている悩みや

疑問を公開の場で質問、討議する中で解

決への糸口を見つけた。（中村一郎）



◆「神社建築を考える｣会

ｎ本で「神」が、社殿という建物に住む

のはいつからだろうか。かっては姿かた

ちがない八百万神が仏像の影響によって

人間の姿（人格神）となり、社殿に住む

ようになるとされてきた。この説では社

殿の成立は、仏教が伝来した611t紀中葉

以降になる。近年、通説を否定し弥生・

古墳時代にすでに神社があったとする説

が、マスコミを通じて急速に浸透してき

た。その根拠は、伊勢神宮正殿と似た独

立棟持柱建物の発見や、伊勢の建物配憧

との類似である。

これに対して建築史、文献史料、考古学

の立場から検討を加えた。棟持柱は構造

上必須な装侭で、棟持柱建物即神社と見

ることに合理的根拠がないこと、伊勢の

正殿には古い建築様式が残ったと見るべ

きことなど、少なくとも令制下の神社と

｢弥生・古墳神殿」は別とする見方が大勢

であった。検討成果は埋文研修テキスト

『信仰関連遺跡調査課程』（2000年５月発

行）に収録した。（金子裕之）

●国際セミナー｢東南アジアの新石器時代

遺跡」

アンコール文化遺産保護共同研究事業の

関連聯業として、平成11年11月１５日月曜

日の午後２時から５時まで、研究所の小

講堂において、表記のセミナーを開催し

た。誰波は以下の４件である。

1.新H1栄治氏(鹿児島大学）

「メコン流域における文明化前史一近年

の考古学研究の成果に基づいて一」

2.山形反理子氏(東京大学）

「ベトナム中・南部の先史時代と初期王

国の出現」

3.ＭｉｎＡｕｎｇＴｈｗｅ氏(東京大学）

「南部ビルマの新石器時代一サロウィン

川河口地域を中心に一」

４.VoeunVuthy，HengSophady，Mao

Someaphyvath氏（プノンペン王立芸術

大学）

「CircularEarthworkKrek62/52の発掘

成果について」

今回は東南アジアの新石器時代遺跡をテ

ーマに、岐近の調査成果の紹介を中心に、

上記の各氏にご講演いただいた。

（西村康・杉山洋）

◆建築史談話会

1999年度は以ドの研究発表と現場兇学会

を行った。見学会は参加者が多いものの、

研究発表の際は顔ぶれが限られる。研究

発表にもどんどん参加してほしい。４ｊｌ

ｌ７Ｉ１：藤川呂樹(筑波大）「中．近世間野

山における「谷」の柵成と変遷」・陛城浩

行（滋賀県教委）「文化財建造物における

保存修理の課題一眼要文化財若宮神社本

殿の保存修理を通して－｣。５jj221I：

ｌｌｆ招提寺金堂修理現場見学会。６ｊｊ２６

ＩＩ：川本砿雄（厳部女子大）ｍ本住宅史

の再構築一壁の空間と柱の空間一」・藤

IⅡ盟児（籍古屋造形芸大）「鎌倉時代の,Ｉｆ

院造の二，三の問題一武士住宅を通し

て一｣。７jll7II：粉河寺大門修理現場兇

学会。１０月１６１１：冷泉家修理現場兇学会。

11月20日：森村家修理現場見学会。１２月

111-1：妻木宜嗣（大阪_'二人）「近世におけ

る建築規制に対する大阪町奉行所・大~I二

組織・大工・施主の対応に関する研

究」・川本兎雄「南禅寺方丈の調炎報告」

（箱崎和久）

◇平城宮第一次大極殿復原研究会

実施設計が進められている平城宮第一次

大極殿の細部の仕様を定めるべく、古代

処築の基城、木部、瓦茸き、彩色、金具

等の意匠、納まり等に関する研究会を、

昨年度から継続的に実施している。本年

度においては下記の研究会を開催した。

1999年６ｊｊ２ＩＩ「古代寺院のけらば瓦」

花谷浩(奈文研)、2000年２ｊｌ２Ｈ「鴎尾

について」大脇潔（近畿大学)、２ｊｊ８Ｉ:Ｉ

｢古代建築の架柵（IMI部・組物）～節一次

大極殿５分の１棋埋を題材として～」村

、他一(奈文研）・春I]井道彦(文処協)、

２月１０日「金具取付箇所・仕様、彩色範

囲・内容｣、２月2911「古代の本瓦の茸き

方について」山本浦一（文化庁・選定保

存技術保持群)、３jll6II「中国の宮殿建

築の彩色について」福、美穂（京部大

学）・「文献浅科からみた大極殿の壁」

舘野和己(奈文研)。

これらの研究会での成果は、大極殿復原

設計にいかされる。また、近々器研究会

の記録を出版することにしている。

（村田健一）

調査研究糞報

◆鳥取県上原遺跡出土遺物の調査

因幡国気多郡術か豪族居宅とみられる遺

跡で、1978～82年に発掘され、土器と瓦の

調査を開始。上師器には、赤色塗彩に数

称類があり、凡では軒瓦の一部が隣国の

伯誉圃分寺と同値であることが判明。製

作技法上注、すべきものが多い。

（山中敏史）

今御子ヶ谷遺跡出土文字資料の調査

駿河同志太郡簡とみられる御子ケ谷遺跡

出土の木簡・墨書土器の釈文や製作技法

などの再調在。赤外線テレビによる調査

で、新たに｢税長｣の文字を釈読できるな

どの新知見を得た。また、墨普土器でも

釈文の改訂を行い、墨神部位・器種・製

作技法などにも注意して観察し、同筆関

係についても検討。（山中敏史・渡辺晃宏）

●河南省葦義市唐三彩窯の踏査

名古屋大学名誉教授梢崎彰一氏を通じ

て、河南省文物考古研究所からの唐三彩

窯共同調禿の要請があり、５月に中国側

の愈向確認と現地の下見を行った。新規

事業として予算要求。平成12年３月、町

IⅡ所長、川辺部長、玉111と共に現地を訪

ね、友好共同研究議定番を交わし、今後

の調査計画を協議。（巽淳一郎）

●京都を中心にした近代日本庭園の研究

所内特別研究蜜の交付を受け、「京都を

IiI心にした近代日本庭I刺の研究」（140ペ

ージ）を300部印刷・刊行。錐新の学位論

文（1998年３月・京都大学）に加錐したも

の。明治～昭和初期の京都の造園家・小

川治兵術（植治）の作庭に関する考察と

同時期の'1本画家の庭園への関与につい

ての考察。（小野健吉）

◆国際会議ArW99に参加

1999年５〃17~20Ｈ､ﾛー ﾏ大学で行わ

れた「Art１９９－第６同国際文化財非破壊

測定会議一」にて誰演を行った。演題”

theapplicationofhigh-energyX-rａｙＣＴ

ｉｎｔｈｅｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆａｒｃｈａｅｏｌogical

objectsexcavatedinJapan”によって、

Ｘ線ＣＴに関する妓新の研究を紹介した。

（村上隆・肥塚隆保）
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